
令和８年１月３０日

私保連だより　第158号 1

発行所：一般社団法人 沖縄県私立保育園連盟　　　　〒903-0804 那覇市首里石嶺町 4-373-1   Tel.098-887-1270 発行人：上原　東　　編集：広報部

沖私保連
HP

No.158
2026年（令和８年）1月30日

「獅子舞」（たんぽぽ保育園）

新年のごあいさつ �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 2 〜 4P

令和 7 年度受賞者紹介 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 5P

新年交流会 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 6P

県出身国会議員への要請活動（予対部） �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 7P

各ブロック活動報告 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 8 〜 9P

第 20 回私保連まつりの様子 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 9 〜 10P

こどものつぶやき・冬の風景 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 11P

おすすめ本 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 12P

沖私保連の動き  �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 13P

編集後記・広告 �� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � 14 〜 16P



令和８年１月３０日

私保連だより　第158号2

一般社団法人
沖縄県私立保育園連盟

会長　上原　東

年頭のごあいさつ

　２０２６年あけましておめでとうございます。
　皆様におかれましては日頃より当連盟の活動並
びに方針に対しご理解ご協力賜り感謝申し上げ新
しい年が皆様にとって良い年になりますようお祈
り申し上げます。
　令和 5 年こども家庭庁の創設、子どもの権利条
約を基本とした「こども基本法」施行、実現に向
けて「こども大綱」が閣議決定され、妊娠期から
小学校１年生末までの育ちを見据えた、「はじめの
１００ケ月育ちビジョン」や、子どもとそれをと
りまく保護者及び保育者・地域社会等のウェルビー
イングが推進されております。
　当連盟では、子育て世帯の保護者及びその家族に
寄り添い、こどもの権利が奪われることなく、差
別のない、安全・安心が守られた環境、こどもの
意思の尊重、真に子どもの最善の利益が尊重され
た環境を、保護者就労先も含めた地域社会ととも
に構築し、守れるよう活動を続けてまいります。
　一昨年、岸田元総理は２０２３年までの 6 ～ 7
年が「少子化傾向を反転できるかどうかのラスト
チャンス」という認識で、3 年間で取り組む具体的
な対策を「加速化プラン」としてまとめた「異次
元の少子化対策」を打ち出しましたが、世界情勢
の悪化・円安・政治不安・物価上昇等、経済の基
盤が揺らいでいる中、これらに対する措置は不十
分であり、効果は出ていません。
　石破政権から高市政権に移行しておりますが、こ
ども子育てに関しては、子どもの最善の利益を最
優先にした国家運営を行っていただけるよう九州

保育三団体及び、全国保育三団体と協同して要望
活動を続けてまいります。
　誰でも通園制度・医療的ケア児の受入・相談拠
点の事業等、精神論で保育施設への押し付けがな
されないよう、それらを実現できるだけの十分な
国の予算措置や配置基準見直し等の政策を伴った
政府の対応を昨年に引き続き求めてまいります。
　又、保育士の地位の確立・向上を図るため、我々
は日々研鑽を重ね、質の高い保育の提供が重要と
認識し、それを国・県・市町村・社会に認めさせ
るよう訴えてまいります。
　昨年は、終戦８０周年という節目に当たり、7 月
に九州保育三団体研究大会・沖縄大会が「那覇文化
芸術劇場なはーと」にて、九州各県・各団体のご
協力のもと、１, ２００名を超える参加で開催され
ました。歴史的に九州と沖縄そして本土との深い
かかわりを再認識することができた大会となりま
した。１１月には、糸満市・宮古島市・うるま市（石
川）の 3 会場開催「伊良皆　善子氏」をメイン講
師として「いらみなぜんこの童謡の世界～お話と
歌でつづる童謡ものがたり～」愛と平和のメッセー
ジを伝える記念講演を軸とした第２０回私保連ま
つりを私保連創設６０周年記念とともに大々的に
開催することができました。
　最後に、今後とも皆様からのご支援ご協力をお
願い申し上げ、皆様のご益々のご多幸をお祈りし
て新年のごあいさつといたします。
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沖縄県知事

玉城　デニー

年頭のごあいさつ

　令和８年の新春を迎え、沖縄県私⽴保育園連盟
の皆様に、謹んでごあいさつ申し上げます。
　⽇頃より、こどもたち⼀⼈ひとりの健やかな成⻑
と保護者の皆様が安⼼して⼦育てと仕事を両⽴で
きる環境づくりのため、保育の現場を⼒強く⽀えて
いただいていることに、⼼より感謝申し上げます。
　沖縄県の保育・⼦育てを取り巻く環境は、少⼦化
の進⾏に加え、共働き世帯の増加、多様な保育ニー
ズの広がり、物価・エネルギー価格の⾼騰、さらに
は保育⼈材の確保・定着の難しさなど、複合的な
課題を抱えています。こうした中にあっても、⽇々
こども達の育ちを⽀えておられる皆様の御尽⼒に、
深く敬意を表します。
　県では、令和７年３⽉に「沖縄県こども・若者計
画（未来のおきなわっこプラン）」を策定し、保育
の質の向上と⼈材の確保・定着に重点的に取り組ん
でまいりました。具体的には保育⼠の処遇改善へ
の⽀援、研修機会の充実等、⼈材育成の強化に加え、
障害児保育や要⽀援家庭への対応、地域⼦育て⽀援
拠点との連携強化など、切れ⽬のないこども・⼦
育て対策を進めてきたところです。
　また、保護者の就労要件を問わずこどもが保育
施設等を利⽤できる「乳児等のための⽀援給付交
付⾦（こども誰でも通園制度）」の本格実施に向け
準備を進めているところですが、新たな制度の実
施にあたっては、保育現場の体制整備や⼈材確保
の状況を踏まえ、関係者と⼗分に協議しながら対
応してまいります。
　こども家庭庁は、令和８年度も⼦育て⽀援を国

全体で底上げする⽅向性を⽰しております。県と
しましても、保育⼈材の確保・定着⽀援、保育現
場の業務負担軽減、安定的な施設運営に向けた⽀
援などを⼀層強化し、沖縄の実情に応じたきめこ
まやかな⽀援に引き続き取り組んでまいります。
　こどもは沖縄の宝であり、未来そのものです。県
では、こども達が安⼼して過ごし、健やかに成⻑
できるよう「誰⼀⼈取り残さないこどもまんなか
社会」の実現に向けて、貴連盟をはじめとした保
育関係団体や市町村と連携を図りながら、これか
らも全⼒で取り組んでまいります。
　結びに、本年が沖縄県私⽴保育園連盟の皆様に
とって実り多き⼀年となりますこと、並びに各園
のさらなるご発展と、こども達の健やかな成⻑を
⼼より祈念し、年頭の御挨拶といたします。
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社会福祉法人
沖縄県社会福祉協議会

会長　湧川　昌秀

年頭のごあいさつ

　令和８年を迎えるにあたり、謹んで新年のお慶
びを申し上げます。
　沖縄県私⽴保育園連盟会員の皆様におかれまし
ては、⽇頃から保育事業の推進並びに地域の⼦育
て⽀援等に多⼤な御尽⼒を賜り、⼼から感謝申し
上げます。
　旧年中は本県で開催された「第 9 回九州保育三
団体研究⼤会沖縄県⼤会」においても、⼤会運営等
のお⼒添えをいただき、重ねて御礼申し上げます。
　我が国においては、「保育政策の新たな⽅向性」
を公表し、「地域ニーズに対応した質の⾼い保育の
確保・充実」、「全ての⼦どもの育ちと⼦育て家庭を
⽀援する取り組みの推進」、「保育⼈材の確保・テ
クノロジーの活⽤等による業務改善」の 3 つの柱
を軸に推進することとしております。
　沖縄県においても、社会の⼀番の宝である沖縄
の⼦どもたちが⽣き⽣きと暮らせる「誰⼀⼈取り
残さないこどもまんなか社会」の実現を⽬指し、「沖
縄県こども・若者計画」を策定し、関係機関が緊
密に連携し、⼦どもを取り巻く複雑化した課題に
対して、横断的・重層的に切れ⽬なく取り組む⽅
向性を⽰しています。
　⼀⽅、本県の保育を取り巻く現状については、待
機児童数は減少したものの、依然として解消には
⾄っておらず、その背景には保育⼠の確保が課題
となっております。
　また、保育所等においては、保育の必要性のある
家庭への⽀援のみならず、全ての⼦どもへの適切な
養育や健やかな成⻑・発達を保障する取り組みや、

家族⽀援・地域の⼦育て⽀援への対応も求められ
ていることから、保育サービスのニーズはより⼀
層⾼くなるものと考えられます。
　このような、複雑化・多様化する保育ニーズに対
応するためには、保育⼠等の処遇改善や⼈材確保、
職場環境の改善、不適切保育防⽌に向けた体制整
備の強化等、保育制度を⽀える喫緊の課題への対
応が求められております。
　本会では、沖縄県社会福祉施策・予算対策協議
会や各保育関係団体と緊密に連携し、保育⼠の社
会的地位の向上や保育制度の充実・強化に向けて
取り組んでまいります。
　皆様⽅におかれましても、⼀⼈ひとりの保育⼠が
保育に⾃信を持ち、⼦ども達と共に成⻑すること
の喜びを実感できるよう、働きがいのある保育環
境の整備に御尽⼒いただくとともに、保育所等の
意義や役割、保育のやりがいや魅⼒等を社会に広
く発信していただきますようお願い申し上げます。
　また、引き続き、地域共⽣社会の実現に向けて「地
域の⼈々が明るいネットワークを築き、⽀え合う
社会を⽬指す」「THANKS（サンクス）運動」を
皆様とともに取り組んでまいりますので、今後と
も御理解と御協⼒をお願いいたします。
　結びに、⼀般社団法⼈沖縄県私⽴保育園連盟の
⼀層の御発展と、会員の皆様並びに保育所を利⽤
する⼦ども達・保護者の皆様にとって、幸多き年
となりますよう⼼から祈念申し上げまして、新年
のことばとさせていただきます。

全ての⼦どもの育ちの保障と安⼼して⼦育てできる環境の整備・充実が実現されるよう、共に取り組んで
いきましょう！
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令和７年度　受賞者紹介

玉城 初子
（内間みどり保育園）

宮里 健子
（風のわ保育園）

宮城 信仁
（さざなみ保育園）

嘉陽 理子
（たんぽぽ保育園）

仲地 賢
（ドリーム保育園）

大城 昌信
（みつわ保育園）

髙江洲 寛
（さかえ保育園）

小橋川 真知子
（やまびこ保育園）

當間 美千代
（わらべ保育園）

金城 キヨ子
（愛の泉保育園）

勝連 民人
（あかな保育園）

識名 千草
（のぐさ保育園）
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新 年 交 流 会
　2026 年 1 月 15 日（木）マリエールオークパインにて一般社団法人私立保育園連盟新年交流会が催され、会員や日頃お世
話になっている来賓の方々、関係業者の皆様がご列席下さり、総勢 109 名の出席者が一同に介して交流を深めることができ
ました。
　はじめに県私保連 上原東会長より主催者挨拶のあと、沖縄県こども未来部 島津典子こども未来統括監（知事挨拶代読）、
那覇市こどもみらい部 座安まり子部長（那覇市長挨拶代読）のご挨拶がありました。沖縄県社会福祉協議会常務理事の嘉陽
孝治氏による高らかな乾杯のご発声のあと、オープニングとして「打族―DAZOKU―」による力強い和太鼓の演奏で幕開け
を飾り、会場はひときわ賑わいを見せました。
　受賞者紹介では、今年度受賞された方々への花束贈呈があり、受賞者を代表してドリーム保育園の仲地賢先生より受賞した
喜びのご挨拶がありました。
新年交流会は終始楽しく和やかな雰囲気の中で進められ、出席者同士が親睦を図り今後の保育に対する思いを共有しあった新
年のスタートとなりました。

島津　典子 氏
（県こども未来統括監）

主催者挨拶
上原　東会長

いつもお世話になっています企業の皆さん
総務部・青年会議の皆さん

私保連事務局の皆さんありがとうございました
司会の高江洲寛先生

ありがとうございました

幕開けを飾った打族の皆さん

座安　まり子 氏
（那覇市こどもみらい部部長）

嘉陽　孝治 氏
（県社協常務理事）

閉会挨拶
田仲　雄二副会長

令和７年度受賞者の皆様
おめでとうございます。

受賞者を代表して
仲地 賢先生よりご挨拶
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県出身国会議員への要請活動報告 予算
対策部

予算対策部長　本田　慧
　会員の皆様には、平素より当連盟の活動にご理解とご協⼒を賜り、特に「国への署名・カンパ運動」への毎年度
の皆様から多⼤なるご⽀援とご尽⼒には⼼より御礼申し上げます。
　令和 7 年度においても、（⼀社）沖縄県私⽴保育園連盟の加盟園の先⽣⽅ならびに保護者の皆様のご協⼒の
おかげで、県内で 23,000 筆を超える令和 8 年度に向けた要望事項への署名を集めることができました。また、
あわせてご協⼒いただきましたカンパ⾦についても、毎年⾏わせていただいている沖縄県選出の国会議員（衆参
両院、全政党）への要請活動の費⽤として活⽤させていただいた他、⼦どもの権利条約について学びを深める
園⻑研修会の運営資⾦へ⼀部活⽤させていただきました。
　本年度の要請活動では、11 名の国会議員（議員本⼈または秘書）へ全国私⽴保育連盟としての保育関連の政策
要望書の⼿交とその内容の説明に加え、沖縄県内の保育の状況や課題について説明を⾏いました。
　今回の要請活動での特筆すべき点として、要請活動中に各議員より頂いた質問に保育政策や沖縄県の保育課題に
関してこれまでよりも課題の原因や必要な対応についての深く踏み込んだ質問が多くあり、各議員の⼦ども・保育
関連政策や課題への意識がこれまで以上に⾼まっている点です。また複数の議員より、政策への要望や県内の課題
について「具体的な提⾔内容に関する理論や課題対象者の数などの根拠を深く知りたい」との声が上がったことも
特筆すべき点といえます。
　このことから、沖縄県私⽴保育園連盟として政策要望の実現をより確実に推進するために必要なアクションとし
て、政策提⾔内容と保育現場の関係性に関する調査や研究を実施し政策要望の実現により、⼦どもや家庭を取り巻
く環境に対してどれだけの効果が期待されるのかをより明確に⽰すことが重要であると⾔えます。
　今回の要請活動では、各所で⼦ども・⼦育て家庭にとっての地域の最重要インフラとして保育園・こども園が
強く認識される中で、担い⼿である私たちが⼦どもや保育の専⾨家として真に⼦どもに必要な政策要望を発信し
ていくことの意義をこれまで以上に感じる活動となりました。
　本年度も保育制度充実に向けた要請活動の機会を与えていただきました会員の皆様のご協⼒に⼼より感謝申し
上げます。
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☆北部ブロック
北部ブロック長　岸本 功也

　今年度の私保連まつりは、北部ブロックと中部北ブロックの共同開催として実施しました。中部北ブロックの先⽣⽅
には、企画・⽴案の段階から中⼼となってご尽⼒いただき、内容の充実したまつりを作り上げていただきました。北部
ブロックは、当⽇の運営協⼒や参加という形で関わりましたが、今回の共同開催を通して、ブロックを越えた連携の⼤
切さや、それぞれの強みを活かし合うことの意義を改めて実感する機会となりました。
　また、12 ⽉には北部ブロック園内研究発表会を開催しました。例年は２か園による研究発表を⾏ってきましたが、
今年度は形を変え、１か園の研究発表と講演会を組み合わせた内容で実施しました。多様な視点から学ぶことができ、
参加者にとって学びの幅を広げる機会となるとともに、今後の北部ブロックにおける研修の在り⽅を考える上でも、有
意義な取り組みとなりました。
　北部ブロックの活動に対し、⽇頃よりご理解とご協⼒をいただいている加盟園の皆様に、⼼より感謝申し上げます。
今後もブロック間の連携を⼤切にしながら、保育の質の向上に向けた取り組みを進めてまいります。

☆中部北ブロック
中部北ブロック長　高良 さゆり

　これまでの活動を振り返ると、沢⼭の活動を通してブロック⻑の重要な役割と役員が⽀え合っていくことで、組織は
成り⽴つという事を感じました。不安やプレッシャーは、多くありましたが、中部北ブロック役員という素晴らしいメンバー
に出会い役員会では、⼀つひとつ意⾒を出し合いながら、園内研究発表会・園⻑研修会・交流会と段取り良く進め
て⾏けた事や中部北ブロック会員の皆様⽅のご協⼒があってからこそ頑張れた事に感謝の気持ちでいっぱいです。
　去った１１⽉には私⽴保育園連盟主催の⼤イベントであった、私保連まつりでは、メイン会場である⽯川会館には多
くの観客が⾜を運び盛⼤に盛り上げてくれました。これも私保連事務局はじめ理事・監事の皆様⽅の⽀えがあり、何
といっても実⾏委員会の皆様⽅のご協⼒があったからこそ⼤成功に収める事が出来ました。振り返ると、沢⼭の学び
があり、多くの⼈との出会いがありました。私⼀⼈は、とても⼩さいけれど、これまで関わっていただいた⽅ に々⽀えら
れて私⾃⾝が成⻑出来た事に感謝申し上げます。有難うございました。

☆中部南ブロック
中部南ブロック長　安慶名 早苗

　私⽴保育園連盟の中部南ブロックのブロック⻑として各⽉の会を開くにあたり⾃分にできるのだろうかと不安を感じ
ていました。いつも三役の先⽣⽅に⽀えて頂きながら、連盟理事会の報告や、研修会など無事に開催することがで
きました。園⻑会においても皆様が、ご多忙の中集まり、情報交換や意⾒の共有にご協⼒くださったことで、会を
進めることが出来たと感謝しています。また、連盟の⽅々やブロック園⻑会の皆さんの熱意と⼀致協⼒により私保連
まつりや園内研究発表会、研修会といった⾏事も前向きに進めることが出来ました。⾃分にできることは⼩さくても、
助け合い、協⼒し合うことで、⼤きな⼒となり物事を成し遂げられる事を痛感しています。これからも⽬の前の⼦ど
もたちの最善の利益のために、微⼒ながら⼼を⼀つにして活動していきたいと思います。会員の皆様にこれまでの
ご協⼒に⼼より感謝致します。

☆那覇ブロック
那覇ブロック長　香村 直子

　今年の私保連まつりは、中部南、南部、那覇の３ブロック合同で⾏いました。初めての⼤きな会場を借りて３ブロック
での準備はいろいろなことが初めてで、保育していた頃の段取りなどを思い出しながらやっていました。楽しい反⾯、あ
れも⾜りない、これも準備しなくては、など⼤変なこともありましたが、協⼒して⼀つの事をやり遂げる楽しさも味わえた
と感じております。「皆様の協⼒があってこそ」です。ありがとうございました！またさくら保育園は今年度県の研究発表
も⾏い、職員からは「⼤きな会場、たくさんの保育⼠さんの前で発表する機会を与えていただき本当感謝です！」と話
していました。（園⻑としても嬉しい⼀⾔でした）私もこれまでブロック⻑として４年間務めましたが、３役、部⻑、理事、
監事の皆様を⾒ていつも反省することも多く、頑張らねばと思い続けて⽉⽇が経ったように思います。これからも会員皆
で沖縄県私⽴保育園連盟の活動を⼀緒に盛り上げていけたらと思っていますので、今年もよろしくお願い致します。

○各ブロック活動報告
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☆南部ブロック
南部ブロック⻑　⼤城 朝作

　あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。
　昨年は、第２０回私保連まつりにご参加いただき、誠にありがとうございました。また係員や役員としてお⼿伝いくだ
さった皆さんには、この場を借りて感謝申し上げます。南部ブロックとしては、１１⽉に北海道視察研修を⾏い、１７名
の皆さんと２泊３⽇の内容の詰まった視察研修となりました。視察先の保育の環境構成や町の独⾃の取り組み、アイヌ
⺠族の歴史を学べる貴重な機会となりました。参加した皆様と多くの交流が出来たのも⼤切な思い出になりました。ま
た、１２⽉の定例園⻑会＆研修会では、２５名近くの園⻑・職員が参加しました。当⽇は、⽷満市警察署による「不
審者侵⼊時の対応等について」を話し合うことが出来ました。
　私⾃⾝、初めてのブロック⻑を仰せつかりましたが、会員の皆様の⽀えやアドバイスもあり、無事南部ブロック⻑の
業務をこなすことが出来ました。また、今年も皆様と様 な々ことを学びながら、南部ブロックの為に尽⼒したいと思います。

☆先島ブロック
先島ブロック⻑　仲間 亮⼆

　１１⽉に⾏われた、第２０回私保連まつりは、皆様からの多⼤なる協⼒を賜り、成功裏に終えることができました。
笑顔の写真のコーナーは、たくさんの親⼦・保育者で賑わい、会話をはずませながら楽しんでいました。舞台では宮
古島男性保育⼠男塾、私保連隊のライブ、キリスト教短期⼤学の学⽣による演劇、いらみなぜんこ⽒よる童謡の世界、
どれも⼦どもたちのなじみのある曲を演奏して頂き、会場の⼦どもたちも⾃然に⼝ずさみ⼀緒に歌う光景が⾒られまし
た。
　ライブと演劇、童謡と楽しい⼀⽇を過ごすことができました。実⾏委員や各係の役⽬を担って、まつりをつくりあげて
下さいました園⻑先⽣はじめ園職員の皆様にあらためて感謝申し上げます。
　また、時節柄ご多忙の中にもかかわらず、多数の保護者の皆様がご参加いただき、誠にありがとうございました。
皆様のおかげを持ちまして、盛会裡にまつりを終えることができました。
　これからも「⼦どもの最善の利益」が保障され、すべての⼦どもたちが健やかに育っていけるよう、⼼を⼀つにし
て取り組んでいきましょう。

第２０回の節⽬となる今回の私保連まつりは県内３会場で開催されました。

☆三会場共通　記念講演　いらみなぜんこの童謡の世界　〜お話と歌でつづる童謡ものがたり〜

☆⼆会場共通 沖縄キリスト教短期⼤学　児童⽂化研究サークル＆スマイリースマイリー　劇『１１ぴきのねこ』
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★１１⽉１⽇（⼟）In ⽷満市（シャボン⽟⽯けんくくる⽷満　⼤ホール）来場者数３６３名

★１１⽉８⽇（⼟）In 宮古島（宮古島中央公⺠館　未来創造センター多⽬的ホール）来場者数２３３名

★１１⽉１５⽇（⼟）In うるま市
（うるま市⽯川会館）（メイン会場）

来場者数６２７名
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○昨⽇、 ⼦ども達とラジオ体操をしていたら、あまりの体の硬さで唸っていると、 隣にいた
こどもがそうやって唸る体操だと思ったのか⼀緒に唸っていた。

○１歳の娘を連れてお⽗さんが登園してきた。 ⼆⼈ともあんまりそっくりだから「そっくりです
ね」って⾔ったら「そうなんです。スタンプを押したみたいです」というから（笑）

○新⼈保育⼠が
「やきとりみたいな名前の⼤きな絵を描く紙ないですか？」
先輩保育⼠「？？？」

「とりのこ⽤紙」のことでした。

○先⽇、午睡中に職員健診があり、注射（採⾎）をすることを⼦ども達に話していたら、
みんなとても⼼配してくれていました。
Oさん「注射した？泣いた？」
S さん「注射痛かった？」と⼼配そうに聞いてきたので、
保育⼠「痛かったけど、泣かないで頑張ったよ」と伝えると、
Oさん「じゃあ、シールもらえたでしょう！」と嬉しそうな笑顔。
保育⼠「もらえなかったんだよ〜」と少し⼤げさに答えると
S さん、Oさん「えぇぇ〜！？かわいそう〜」と本気で同情してくれて

「頑張ったのにね〜」と⼆⼈の優しい⾔葉にほっこり温かい気持ちになりました ( 笑 )

○３歳男児、⾍⼤好き
C：ちょうちょが孵化したので、ずーっと⾒てみたい

ちょうちょの寿命は、短いからできるだけみてみたいんだ。

○おやつの紅イモサーターアンダギー
⼦ども達：今⽇のサーターアンダギーは紫だけどブルベリーが⼊ってるから？

○午後の園庭にて（３歳児）
お空を⾒上げ「ねぇ〜お⽉様が笑ってる〜お空で遊んでいるのかな？」
空にはうっすら⾒える三⽇⽉「ほんと笑っているね」R ちゃんとのほっこりタイム

○２歳児と保育⼠
いつもおやつ後の顔ふきは⼿抜き、タオルもほっぽりだして遊びだす H ちゃん。 でもその⽇
は違います。 お顔を拭き「仕上げは先⽣♪」と⿐歌交じりでご機嫌。ここで保育⼠も今⽇こ
そはと「お⽚付けは H ちゃん♪」同じように歌で返すと「お⽚付けは先⽣♪」と返された上
に⼀⾔「ちゃんとみているからね〜」あれ⽴場が逆転？⼀枚上⼿の H ちゃんに苦笑い。

の風景の風景冬冬

親子で大掃除

４
歳
児
作「
お
姫
様
の
指
輪
」

２００万円で販売中とのこと(笑)

獅好舞大好き！

落ち葉のお布団きもちいい〜
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「⼦どもの観る⽬をはぐくむ植物探検ブック！」
⼩泉昭男/著　出版社：かもがわ出版　2,20０円（税込）

　⾝近な⾃然と⼦どもが触れあうときの接し⽅や、⾃園の園庭の植物を知らない⼈
が多いと感じます。著者は植物を⾝近に感じてもらうきっかけづくりとして、園庭
で植えて欲しい植物など含め約 120 種類を紹介します。
　⼦どもがその空間で受けた刺激を、⼤⼈（保育⼠）はどうやって活かし保育につ
なげるか。保育する⼤⼈の関わりが重要。まず⾝近な植物を知ってもらいたいと植
物の名前の由来や、遊び⽅、どんな種類のチョウが来る植物かなどを紹介します。
植物は⼦どもの成⻑する⽬線に合わせて分類しました。（かもがわ出版 HPより）

「ネオ・ネグレクト外注される⼦どもたち」
⽮野耕平/著　出版社：祥伝社　1,045円（税込）

「カラー化写真で⾒る沖縄」
ホリーニョ/編　出版社：ボーダーインク　2,20０円（税込）

　習い事漬け、塾のはしご、孤⾷、スマホ育児、SNS 映え重視の⼦育て・・。⾐⾷
住は満ち⾜りていても親が⼦どもに関⼼を持てない。それが「ネオ・ネグレクト（新
しい育児放棄）」です。コスパ・タイパを優先し、“外部の専⾨家”に⼦育てを任せ
る親が増えている現代。もちろんそこには多⼤なお⾦がかかります。⼀⾒「恵まれ
た⼦育て」に⾒えますが、重要なものが⽋けているようにも感じられます。効率⾄
上主義、情報過多、⾃⼰責任論―鋭く光りを当てます。（中略）本書は効率や課⾦
では埋められない“⼦どもにとって本当に必要なもの”を問い直し、親が社会がこ
れからどうあるべきか考える指針となります。現代⼦育ての新たな問題に向き合う
ための、すべての保護者・教育関係者必読の⼀冊。（祥伝社 HPより）

　編者であるホリーニョ⽒は、沖縄の戦前〜戦後の⽩⿊写真を AI（⼈⼯知能）
を活⽤してカラー化して SNS へ投稿する活動を続けており、これまで 300
枚以上の⽩⿊写真を着⾊してきた。（中略）戦後 80 年の節⽬に発⾏された
本書は、新規追加分を含む 120 枚のカラー化写真を戦前（近代）・戦中・戦
後に分けて収録。各編の解説・監修は前⽥勇樹・喜納⼤作・古波藏契の 3 ⽒
が務めた。過酷な歴史の流れに翻弄されてきた沖縄の⼈たちが、⼀枚の写真
をはさんだ向こう側では今も⽣きている。⾊鮮やかによみがえった写真から、
あの時代、あの場所に確かにいた⼈々の息づかいを感じとってほしい。

（ボーダーインク HP より）

「『しない』が⼦どもの⾃⼒を伸ばす」
マイケリーン・ドゥクレフ/著　⾕⽥美尾＋吉⽥新⼀郎/訳　出版社：築地書館　2,75０円（税込）

　⼦どもの⾃⼒を育み、親⼦関係をハッピーにしてくれる育児術。癇癪持ちの娘の
育児に⾏き詰った科学者でありジャーナリストでもあるマイケリーン・ドゥクレフ博
⼠。いま主流の育児法に疑問を抱くようになった彼⼥は娘を連れてマヤやイヌイット
などの伝統的な⼦育て⽂化を訪ね歩き、怒鳴らず、押し付けず、信頼と協⼒に満ち
た育児の知恵に出会います。そこで⾒つけたのは親も⼦も⼼地よく過ごせる“シンプ
ルでポジティブな⼦育て”。⼦どもを管理しすぎず、⾃然に⾃⽴を促すヒントが満載
の⼦育て術とは。現代の育児にモヤモヤし、⾃信をなくしている親にこそ届いてほし
い⼀冊です。（築地書館 HPより）

本本
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原稿募集中！！原稿募集中！！
広報部では私保連だよりに掲載する原稿を随時募集しています。
〇保育士の声　〇コロナ禍の中で　〇我が園の逸品　〇子どものつぶやき　〇保育にまつわる俳句・川柳
〇季節毎の子ども達の素敵な写真　〇おすすめ本・絵本　など
私保連事務局へメールでお送りください。【 hoiku@okishihoren.jp 】多くの保育園からの寄稿お待ちしています！

1212月月

　３日（水）三役会
　３日（水）～４日全保協正副会長会議
　９日（火）第１０回理事会
１１日（木）県センター連絡会
１２日（金）保協・保育所長研修

１６日（火）九州３団体大会報告
１７日（水）～１９日（水）迄　九州三団体（佐賀）
１９日（金）広報部会・交通安全県民大会
２４日（金）会計指導
２６日（金）仕事納め

1111月月
　１日（土）三役会

私保連まつり In糸満市
　６日（木）全私保連事業部長会議
　７日（金）第９回理事会（宮古島）
　８日（土）私保連まつり In宮古島
１０日（月）研修部会
１４日（金）保協、県意見交換
１５日（土）私保連まつり Inうるま市
１８日（火）県保育者育成協議会

２０日（木）～２１日（金）迄
全保協保育大会（東京）

２３日（日）～２４日（月）迄
研修部研修（石垣）

２７日（木）～２８日（金）迄
九州三団体青年部沖縄大会

２８日（金）広報部会
２９日（土）仲本美央先生研修

2025年

11月月
　５日（月）仕事始め センター新年会
　９日（金）三役会
１３日（火）第１１回理事会
１５日（木）新年交流会（マリエールオークパイン）
１７日（土）園内研究発表会 ４ブロック
３０日（金）広報部会（私保連だより 158号発刊）

2026年
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編集後記

○令和 7 年度も私保連だよりを無事に年３回発行
することができ、ホッとした気持ちです。年度末
や新年の慌ただしい中、編集作業に取り組んで下
さった広報部の先生方、原稿をお寄せ下さった先
生方に心より感謝を申し上げます。今年は丙午（ひ
のえうま）の年。「陽」と「火」のエネルギーが
最も強まる一年であり、明るく活気のある年との
こと。自分の中に秘めている情熱を行動に起こし
自身の可能性をもっと広げメラメラ燃える一年に
していきたいです。今年度もよろしくお願いします。
（理子）

○今年度も早くも3回目の校正作業となりました。
新年の記事に触れると、時の流れの早さをしみじ
みと感じます。「光陰矢のごとし」と言われますが、
だからこそ、日々の一瞬一瞬を大切にしていきた
いですね。（寒がりYさん）

○今年最後の広報部会。校正作業をしながら園

長先生方と情報交換しながら楽しい時間を過ごし
ています。美味しいスイーツもありがとうござい
ます。（A・H）

○これが発行される頃、“ 馬どし ” を迎えます。
力強く前へと進みながら、そして人と人とをつな
ぐ馬のように役割を担っていきたいと思う。（K・N）

○今回は参加された先生方とたくさんの情報交換
をしながら作業をしました。
　Christmas 前の甘酒入り生チョコ（理子先生
お手製の！）が美味しすぎて忘れられないくらいで
す。いつもありがとうござ
います。楽しく編集作業が
できています！（宮里）

私たちは「観光」と「交流」で地域社会に貢献します。

本社：那覇市松尾1-2-3

営業本部  販売部：那覇市金城1-12-17
☎（098）857-2222

お問い合わせは
☎（098）871-0330
（公社）沖縄県シルバー人材センター連合

シルバー派遣の保育補助を
活用しませんか？

https//hikosen.co.jp

部長手作りRAW甘酒入り生チョコ

今月の部会のおやつ今月の部会のおやつ



令和８年１月３０日

私保連だより　第158号 15

ひかりのくに株式会社 沖縄営業所
TEL.098-889-4339  FAX.098-889-1808
　　okinawa@hikarinokuni.co.jp

取扱：幼児の月刊絵本・教材・楽器・積木
　　　園児服・什器・備品・園庭遊具  他

保育園厨房機器・厨房用品全般
食器洗浄機・食器消毒保管庫等

(株)盛厨房設備
　リサイクル厨房館

〒901-2122 浦添市勢理客2-15-1
TEL：（098）878-3182  FAX：（098）874-2405

AIG AIG損保

AIG損害保険株式会社

園児総合
保障制度

キッズガード
　　　（商品名：こども総合保険）

　健やかなお子様の成長のために…
☆その他、施設長・職員の皆さまへの
  福利厚生の保険も扱っています。
お問い合わせは下記連絡先までどうぞ。

引受保険会社

沖縄支店： 〒900-0006　那覇市おもろまち1-1-12
那覇新都心センタービル 6F
TEL：098-862-2174　FAX：098-866-7840

保育園・幼稚園向けICTサービス

あなたの「いいね！」を目指して

Okinawa Infomation System Co.,Ltd.

正規代理店
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